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～IT構築の視点を変える

Adobe Intelligent Document Platform～
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Webシステムへの期待と限界
Webシステムのへの期待
エンドユーザコストが不要
C/Sシステムに比べ、アプリケーション配備コストが少ない
プラットフォーム/デバイスフリー
不特定多数のサービスにも適用可能
特定のバックエンドシステムに縛られないクライアント環境

Webシステムの限界
データ処理にはサーバサイドのアプリケーション開発必須
ルーティング、コラボレーションプロセス＝業務への適用には、バックエンドの作
りこみ必要
ドキュメントプロセスとの親和性低い（印刷、体裁、コメント付与、署名など）
バックエンド、サーバに処理負荷が集中
常時接続前提（セッション管理、大規模同時利用、パフォーマンスの問題）
Browser利用による表現力の限界
Browser毎の表現力・機能の差異
入力データの再利用が手間

クライアントライセンスフリー/特定のプラットフォームに縛られない等の
メリットがあるものの、業務効率/開発効率/UI等で限界がある
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今日のIT課題：
より複雑となるプロセスへの対応

ユビキタス、かつ複数のシステムと人に「情
報」を流通できる基盤が必要
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顧客の求めるIT環境

企業内だけでなく企業外にも展開可能
定型・非定型双方のプロセスに対応
モバイルでのオフライン利用
プロセスの修正、変更に柔軟に対応
紙の文書プロセスとの親和性、統合
高い開発生産性
エンドユーザが使いやすいUI
日本国内だけでなく、World Wideで利用できるユビキタスな環境

⇒Webシステムも専用アプリ（C/Sシステム）も全てを満たすことは
不可能・・
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ユビキタスなリッチクライアント環境を
実現 Adobe PDF + Adobe Reader

Adobe Reader
ダウンロード総数：5億本超
無償ダウンロード
マルチランゲージ対応
マルチプラットフォーム対応
PDFフォーム/ドキュメントに対してオンライン/オフラインでの表示、スクリプ
ト実行、印刷、データ処理が可能な機能を持つリッチクライアント
既にアドビが配布、整備している環境をそのまま利用可能

Adobe PDF
使用公開されたドキュメントフォーマット
人が理解しやすい優れたUI（ユーザインターフェース）
情報の入力、運搬、アーカイブ全てに適用可能
電子署名への対応
ドキュメント毎のセキュリティ設定可能（サーバ側からのコントロール不要）
ドキュメント、フォームどちらにも利用可能
XMLやマルチメディアフォーマットをサポート
充実した開発環境、サーバ環境
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PDFフォームと他のUIとの比較

△（アプリ依存）×○別ファイルの添付

△（アプリ依存）×○「紙」イメージでの印刷

△（アプリ依存）○○インタラクティブフォーム

△（アプリ依存）○○表示/非表示切替

【フォーム表示】

○（アプリ依存）△（通常はアプリ側
での処理必要）○電子署名の付与/検証

○（アプリ依存）×○ファイル単位のデータ生成

○（アプリ依存）△（通常はアプリ側
での処理必要）○XMLトランザクションデータ生成

○（アプリ依存）○○トランザクションデータ生成

【データ処理】

△（アプリ依存）○×PDA/携帯

△（アプリ依存）○○マルチプラットフォーム（PC/Mac)

○（アプリ依存）×○オフライン運用

専用アプリケーションWebブラウザAdobe Reader/Acrobatビューア

【エンドユーザ環境】

専用アプリHTMLフォームPDFフォーム

対応するデバイスを除けば、PDFフォームの方が高機能かつ、多くのエリアに展開が可能。
オフライン、ファイル運用の要件がある場合は、HTMLフォームは対象となりえない
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Adobe PDF + Adobe Readerの
ポジショニング

インフラ：あらゆるパターンに展開可能なユビキタスな
プラットフォーム

オフライン

オンライン

社内 社外 プロセス：あらゆる業務に適用可能な
柔軟性の高いプラットフォーム

定型 非定型

フォーム（帳票）

ドキュメント（文書）

Webシステム

専用
アプリ

Web
システム

専用アプリ

PDF+Reader

PDF+ReaderOnly Oneの
プラットフォーム
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インテリジェントな電子ドキュメント
フォーマット Adobe PDF

基幹システム

ワーク
フロー

データベース

人とシステム双方に必要な機能を兼ね備えた電子ドキュメント

プレゼンテーション層
•紙のような見栄えを忠実に再現
•画面で見たままを印刷

ビジネスロジック層
•記入漏れ・エラーチェック
•DBコネクション
•自動計算
•文書のセキュリティ

XMLデータ層
•データの取り込み
•データの書き出し
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PDF３つの特性
システムのフロントエンドとして（PDFフォーム）
DBやERP、業務システムの入出力画面
ワークフローとの連動も可能

情報のコンテナとして
XMLデータのインポート、エクスポートが可能
オンライン、オフライン混在環境での利用が可能
マルチメディアデータの取り込みが可能
電子ファイルやコメントの付与が可能

アウトプット/アーカイブフォーマットとして
ドキュメント、帳票等ビジネスに必要な情報を電子的に表現
アーカイブに適したフォーマット
電子署名、時刻認証によるデータの「原本化」
「紙」へのプリントアウト可能

PDFが複数の「人」と「プロセス」をつなぐ
インターフェースに
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Adobe Intelligent Document Platform

Adobe Reader
Web Browser

ファイル
フォーマット

アドビ製品群

フロントエンドとバックエンドの統合をドキュメント
ベースで実現するソリューションの概念

・電子フォームサーバ
・ワークフローサーバ
・PDF処理、生成サーバ
・PDFへの権限付与サーバ
・Adobe Acrobat 等
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ドキュメントサービスを構成する
カテゴリーと製品群

コラボレーション
Toolkit/Desktop

Acrobat Pro/Std
Form Designer

Server
Document server for 
Rader Extensions

ドキュメント生成
Tool Kit/Desktop

Output Designer
Acrobat Pro/Std

Server
Document Server
Graphics server
Output Server

プロセス管理
Toolkit/Desktop

Form Designer
Workflow Designer
Acrobat Pro/Std

Server
Form Server
Workflow Server
Document Server for 
Reader Extensions

Toolkit/Desktop
Acrobat Pro/Std

ドキュメントのコントロール
とセキュリティ

Reader + PDFのバリューを拡大する開発ツールと実行環境
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PDFフォーム開発環境①
：Adobe Acrobat Professional

既存の資産を活用して、簡単にPDFフォームにレイアウト
をインポート
Acrobat Professionalのフォーム作成機能により、直感的
な操作で作成が可能
＜作成機能一覧＞
ボタンツール
チェックボックスツール
コンボボックスツール
リストボックスツール
ラジオボタンツール
テキストフィールドツール
電子署名ツール



bbc

13

PDFフォーム設計環境②
：Adobe Form Designer

１．レイアウト設計ツール
→GUIによる精細なフォームレイアウト設計環境
→PDFからのレイアウト取り込みが可能

２．入力ロジック開発ツール
→コンポーネント、スクリプトによるインテリ
ジェントな機能を設計

３．データ定義設計ツール
→入出力するデータ（XML）の構造を設計
→すでにビジネスロジックで決められたデータ
構造にあわせることも容易

強力な電子フォーム開発環境
レイアウトと機能を同時にデザイン
設計されたフォームはPDF、XML、HTML（Form Server連携）に
展開可能

これらの機能が１度の作業
（１フォーム作成）で全て完了！
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Form Designerの多彩な設計支援機能

複数ページの設定が可能

スクリプトにより
複雑な入力
処理設計が可能

入力処理定義された
フィールドを部品化
して再利用可能

他の開発者と部品をネッ
トワークで共有した開発
環境も可能

データのオブジェクト名
（タグ名）、などの定義
が可能

高い生産性を実現

PDFからの
レイアウト
インポート
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Adobe® Document Server for Reader Extensions

不特定多数での利用を想定したPDFへの「権限付与」
情報の申請と共有に必要な機能をAdobe Readerで利用で
きる「特別な権限PDFに付与」する製品
Adobe Readerをインテリジェントなコラボレーション環
境、電子フォーム利用環境にコンテンツ単位で変化させる
全く新しいソリューション

⇒Readerの利用者をインテリジェント・ユーザーに！

電子署名

書類・コメント
の添付

オフライン
での利用

記入データの
ローカル保存
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Adobe® Document Server for Reader Extensions
適用用途

官公庁

金融

社外利用
(per Formライセンス）

社内利用
(per Userライセンス）

電子申請・届出フォーム 庁内申請・ワークフロー

電子契約 社内申請・ワークフロー

社内申請・ワークフロー

製品マニュアル等の
レビュープロセス

ローン/保険料
シュミレーション、申込、
変更届など（エンドユーザ向け）

製造業

電子委任状

社内申請・ワークフロー
その他

電子履歴票
電子カルテ
顧客からの注文書・契約書

電子契約書
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運用イメージ①：申請・契約業務への適用
～電子申請の実現～

不特定多数の顧客・市民からの申請や契約申し込みを電子的かつセキュアに実現
既存のメールインフラ等を利用するだけで、ファイアウォールを越えたプロセス
の電子化を実現

Adobe® Document Server 
for Reader Extensions
【権限付与】

Adobe® Reader 
【取引先・企業】 【顧客・市民】

Adobe® Acrobat Pro
Adobe® Form Designer
【PDF Form作成】

Usage 
Right

【申請用PDFフォーム】

署名の検証

添付ファイル
の取り出し

記入データの
取り出し

レイアウトごと
原本として保存

【企業・行政機関】

Data Base
アーカイブ

既存システム

紙への印刷

Reader上でフォームに
記入したデータの保存
や電子署名、更には
ファイルの添付が可能

送付されたPDFから必要
なデータをXMLで抜き
出して、他システムへ

受け渡し

記入データ、添付ファイルが
入った情報の「コンテナ」と
してPDFファイルを送信。

Adobe® Acrobat または
Adobe® Document Server
【PDF受付処理】
＊Document Serverでは署名検証はサポート外
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デモ：Reader上でPDFをインテリジェント
に利用

「権限付与」された
Adobe PDFフォーム・デモ

記入・保存
エラーチェック
ファイル添付
電子署名
送信
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運用イメージ②：コラボレーションへの適用
～レビュープロセスの電子化～

企画書や審査ドキュメントのレビュー、校正作業 等
クライアント主導の「不定型」のプロセスにも対応

Adobe® Reader 

Usage 
Right

Usage 
Right

Usage 
Right

Usage 
Right

Usage 
Right

コメント１

コメント２

コメント３

コメント４

コメント１

コメント２

コメント３

コメント４

Adobe® Acrobat

Adobe® Document Server 
for Reader Extensions

レビュー用のドキュメント
の生成や、集まったコメント
（修正箇所）のマージに
Acrobatを利用

Reader利用者でもコメント
をつけられるように、権限
付与して配信

レビューする環境はReader
のみでOK。
Reader上でコメント付与、
コメント部分(fdf)のみの
返送も可能

【レビュー前ドキュメント】

【レビュー後ドキュメント】

【レビュー担当者】

【レビュー依頼者】
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デモ：レビュー作業の電子化
コラボレーションデモ

（Adobe Document Server for Reader 
Extensions

+Adobe Reader)

Readerが手元にあれば・・・
テキストに対する注釈
差し替える画像の添付
任意の場所にコメント付与
レビュー部分のみ送付可能
⇒オリジナルのドキュメント
に取り込み可能

１：Ｎのレビュープロセスを効率化
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PDFの利用メリット：既存のITシステム
ではカバーできないプロセス統合を実現

従来「紙」でしかカバーできなかった業務の電子化が可能
フロントエンドで業務をつなぐことにより、バックエンドでの統合
ができない場合もプロセスを自動化
不特定多数の人をプロセスに統合
オンライン、オフライン双方に対応
電子署名により、入力環境がそのままアーカイブ用ドキュメントに

システムA

システムB

システムＣ

システムA
として入力

システムB
に接続

【複数のシステムをまたがるプロセスへの適用モデル】

署名等で
原本化、保存

PDF送信

PDF送信
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運用例（金融ソリューション）

ドキュメント管理システム
（IBM DB2 Content Manager）

メール添付電子送信

顧客 金融機関 顧客

Document Server for Reader Extensionsにて
「権限付与」されたPDFフォーム上に
Reader上でオフライン記入後・送信

Document  Serverで、顧客
向けドキュメントを自動生成
/編集しメールにて送付

契約申し込み・管理・通知プロセスの電子化

システム統合されていない複数の環境をPDFとReaderでプロセス統合
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今後の展開：
更にXMLとの親和性を増すPDF
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Adobe XMLアーキテクチャー

PDFとXMLとの親和性向上により、アプリケーション（業務）
や、コネクティビティ（業界標準）への対応を大幅に向上
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XDP：XML Data Package

New Form Designer

＜XDPの構造＞
従来のPDF のファイル形式とは
異なり、各レイヤーの情報をXML
で記述

＜主な機能＞
•ユーザ定義/業界標準のXMLスキーマ取り込み
•ビジネスロジックの記述
•レイアウトの設計

更にXMLとの親和性を増したファイルフォーマット
次期製品群でサポート
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XDPに含まれる情報
XMLフォームデータ
設計段階でフォーム開発者により選択された任意のXMLスキーマに従っ
てエンコードされたユーザデータ。スキーマには業界標準
（ACORD/XBRL/HL7等）、カスタム等様々な種類あり

XMLフォームテンプレート
PDFフォームフィールドへのXMLデータの配置、計算やデータ検証等の
ビジネスロジック情報など

XML設定情報
XMLフォームテンプレートがデータベースやWebサービスのSOAP接続
のためにグローバルリファレンスとして利用する情報

その他XML情報
検証を簡易化するためのスキーマファイル、XML電子署名、保管を容易
にするためのコンテンツのメタデータ等を格納

PDF文書
正確な文書レイアウトや高品位印刷に必要な情報など
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XDPを採用するメリット

各種業界標準のXMLトランザクションとの親和性
ファイルから直接必要なXML情報の入出力が可能
（XDP＝XMLファイル）
システムに必要なXMLのトランザクションデータ
と人に必要な入力支援、文書構造を一つのファイ
ルで表現可能
開発効率を高める開発ツールをご用意

XMLをバックエンドだけでなく、フロントエンド
プロセスでもフルに活用できるソリューションを実現



bbc

28

更に詳しい情報は・・・

XDPをサポートする次期Form Designerの
全容を国内ではじめてご覧いただけます。

Adobe Intelligent Document Platform DAY 2004
2004年2月12日 10:00～17:00

場所：東京カンファレンスセンター・品川
詳細・お申し込みはこちら

http://www.adobe.co.jp/aidp2004/
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まとめ
Adobe Intelligent Document Platform
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まとめ：Adobe Intelligent Document 
Platformが実現するもの

PDF ＝ IT基盤（プラットフォーム）

PDF = アウトプットイメージ
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まとめ：Adobe Intelligent Document 
Platformが実現するもの

人が介在するプロセスのIT基盤として
PDF＝Intelligent Documentをぜひご活用ください

•システム統合できない組織間、ファイアウォールを越えたプロセス連携を実現

•従来のシステムに多発していた「入力ミス」「再入力」といった非効率を削減

•バックエンドシステムを持たないレベルから、XMLベースのバックエンド
システムとの連携まで、段階的にシステム構築可能

•高い生産性を誇る開発環境

•サーバ製品群の利用により、プロセスの電子化だけでなく、自動化を実現

•Adobe Readerをクライアントとして活用することで、「不特定多数」との取引
も容易に電子化可能
⇒ビジネス対象の拡大、チャネルの拡大を実現
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アドビのサーバソリューションに関する
製品情報・お問い合わせは・・・

http://www.adobe.co.jp/server/

または
Info-j@adobe.com



bbc

33

bc
Tools for the New Work™



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


